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現在もにじみ出る銅の成分現在もにじみ出る銅の成分

笹畝坑道を見学笹畝坑道を見学

　　　　　　　　　　 　 　笹畝坑道は、江戸時代後期、中野村（現在の成羽町中野）の笹畝坑道は、江戸時代後期、中野村（現在の成羽町中野）の
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に開発された笹畝鉱山の本坑道跡です。明治 12（1879）年にに開発された笹畝鉱山の本坑道跡です。明治 12（1879）年に
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が経営する三菱商会の買収により、吉岡銅山の鉱区に編入が経営する三菱商会の買収により、吉岡銅山の鉱区に編入

（（支支
し ざ んし ざ ん

山山）され、大正時代後期まで操業が続きました。）され、大正時代後期まで操業が続きました。

　その後、休山により放置されていましたが、昭和 49（1974）年に吹屋地　その後、休山により放置されていましたが、昭和 49（1974）年に吹屋地

区が岡山県の「ふるさと村」に指定されたことを受け、その整備事業の一区が岡山県の「ふるさと村」に指定されたことを受け、その整備事業の一

環として、同 53（1978）年に坑道の一部（坑道口から約 250m）が見学でき環として、同 53（1978）年に坑道の一部（坑道口から約 250m）が見学でき

るように復元整備されました。るように復元整備されました。

　笹畝坑道は吉岡銅山で唯一公開されている坑道跡です。坑道内には削岩　笹畝坑道は吉岡銅山で唯一公開されている坑道跡です。坑道内には削岩

機の跡やトロッコ軌道などが残り、また、鉱夫による銅鉱石採掘の様子を機の跡やトロッコ軌道などが残り、また、鉱夫による銅鉱石採掘の様子を

示すジオラマなどが設置され、近代における銅採掘の実態が体示すジオラマなどが設置され、近代における銅採掘の実態が体

感できる空間となっています。感できる空間となっています。

　日本遺産に認定された「『ジャパンレッド』発祥の地―弁柄と銅の町・備中吹屋―」のストーリー　日本遺産に認定された「『ジャパンレッド』発祥の地―弁柄と銅の町・備中吹屋―」のストーリー
を構成する文化財を紹介します。を構成する文化財を紹介します。
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